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発表の概要 

龍谷大学ライティングサポートセンターでは、大学院生のライティングチューターが

中心となり、龍谷大学生のレポートや卒業論文など文章作成にかんする相談を受け

つけている。相談対応では、答えを教えるのではなく、相談者の考えを尊重し、課題

解決の方向性を共に探る姿勢を大切にしている。また、当センターでは、ライティング

チューターに対する支援として、定期的な研修のほか、学期ごとにルーブリックを活用

してチューターが自己評価を行い、自身のチューターとしての成長度や大学院生とし

ての成長を可視化している。本ポスターセッションでは、学習支援およびスチューデン

トジョブの2つの観点から、具体的な取り組みとその成果について紹介する。定量的な

データだけでなく、相談者アンケートおよびチューター成長度評価の自由記述の内容

を通して、相談者とチューターそれぞれの視点に目を向け、支援のあり方とその効果

の一端を複眼的に捉える試みである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




